
























 腎疾患の好発年齢が比較的若年であるため、腎疾患合併妊娠の頻度は少なくない。また

妊娠経過中に腎疾患が顕性化することもある。

 腎疾患合併妊娠は正常妊娠に比べて混合型妊娠中毒症の発生頻度が高く、また流早産、

子宮内胎児発育遅延、子宮内胎児死亡の発生も多いことが知られている。

  そこで腎疾患合併妊娠については(1)腎疾患患者の妊娠の許容条件、  (2)妊娠中の生活

指導およぴ食事療法などの基準が必要となる。


